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人工横膈膜麻癖法 ト人工氣腹法 トノ併合療法

(昭 和17年11月25日 受領)

傷 痩 軍 人 愛 知 療 養 所

所長 騨 博士 岩 崎 秀 之

翫 融 士 今 井 義 若
輸

一 緒 言

横隔膜神経切断術 ガ 行 ハ レテ カ ラ30年 ヲ経 、

同捻除術 ガ施行 サ レテカ ラ20年 二近 イガ、近時

ノ肺虚臆療法 ノ進歩 ニ ヅレテ、人工横騙膜廟癖

法kifnstlicheZwerchfe1}乞hmungモ 再 検討 ノ

焦黙 ヲ標準 セ ラレツ ・アル。

人 工横隔膜廠癖法 ハStuertz氏 ガ1911年 重症

ノ室洞性孤立性 ノ氣管支籏張性、結核性、叉ハ他

ノ原因 テ ヨル肺 下葉疾患 デ、癒著 ノ爲人工氣胸

法 ヲ施 行 シ得 ナイ症 例 二封 シテ横 騙膜 紳経 切噺

ヲ行 ツ タノヲ庸矢 トシ、 以來人 工横隔 膜麻癖 ノ

方法ニハ幾多 ノ手技 ガ提案 サ レ、各方 法ハ夫 々

ノ特 長 ヲ有 シテ居 ルガ、現 在最 モ其 ノ便値 ヲ認

メラレテヰル ノハWillyFelix氏(横 隔膜神経

ノ種々ナ走行及 ビ副 行枝 二關 スル詳細 ナ研究 ヲ

シタ ノハWalterFelix氏(1920年)デ アル。)二

員 フ榛隔膜神経捻除術 デアル。

人工横騙膜 麻癖法 ノ治療数果 ハ、他 ノ條件 ガー

定 ノ揚合 ニハ、痂癖横隔膜 ノ上昇 ノ度 二比例 ス

ル事 ハRoloff氏 ヲ始 メ多 クノ人 々 ノ認 メル所

デアル。一方人 工横隔膜庶瘍法施 行後 二於 テハ

斌例 ニ ヨリ麻癖側 横隔膜 ガ良 ク上昇 スル場合 ト

然 ラザル場合 トガ アル.尤 モ申ニハKenner,

Weiミs及 ビPesek氏 及 ビRoloff氏 ノ症例 ノ如

ク、認 ムベキ原因無 ク シテ異常 ノ高 昇 ヲ來 タス

場合 モ アルガ、 一般 的 ニハ高 昇 ノ度 ト云 フモノ

ハ夫程 大 キナモ ノデナィカラ、何等 カ ノ補助的

方法 ガ有 ヅテ尚一層 上昇 ノ度 ガ高 メ ラ レ・バ、

本法 ノ實施上資 スル塵 ガ少 ナクナ イ ト考 ヘ ラレ

ノレo

既 二Banyai,Joannides及 ビSchlack,Fremmel

氏 等 ハ人工横編膜 廠癖 法施 行例 二人工氣腹法 ヲ

行 フ時 ニハ、麻癖側 ノ横隔膜 ガ ヨリ良 ク上昇 ス

ル事 ノアル ノヲ 観察 シテ 居ル ガ、1942年9月

Rilance及 ビWarring氏 ハ55例 ノ肺結 核症a

就 テ横騙膜神経切断衛Phrenicectomyヲ 行 ツ

タ後、之 二人 工氣腹 法Pneumoperitoneumヲ

併 用 スル方法 ヲ實施研究 シテ、 之 ヲー ヅ ノ肺 盧

脱療 法 トシテ報告 シテヰル。私共ハ横隔 膜神経

切断術 二代 フルニ横胴 膜神経捻除術 ヲ以 テスル

本 法 ヲ昭和17年(1942年)1月 以 來行 ヒ、 其 ノ

實施成績 ノー一部 ハ昭和17年3月 第11同 日本 腎

璽 會第20分 科 會 二於 テ報告 シタガ、弦 二私共 ノ

所 見 ヲ総括 シテ記載 シタイ ト思 フ。

二 理 論

人工氣腹法自艦 ガ肺結核 ノ治療 二用 ヒラレテヰ

ルノハ比較的古イノデァルガ、其 ノ数果ハサシ

テ期待出來ナィ.然 シ横隔膜紳経励 鼻手術補助

手技 トシテハ異 ナツタ面貌 ヲ有 スル。Rilance

及 ビWarring氏 等 ノ統 計 ニ ヨ.ルト横隔膜紳経

切断後癬癖側横i隔膜 ハ2--5te、 卒均2.8糎 上 昇

シ、之 二人工氣腹法 ヲ行 フ時ハ更 二2-7・5糎 、

李均4.1糎 ノ上昇 ヲ來 タ シ、此 ノ併合療 法 ニ ョ
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ツテ合就4-9.5楓 李均6.9糎 ノ高昇 ヲ來タ

ス。18例 二於 テハ 人工氣腹法ニヨツテ充分ナ

上昇ガ見 ラレナカツタノデ之 ヲ計算カラ除外 シ

テヰル。爾文献 ヲ見ルニFelix氏 ハ横隔膜 ノ上

昇度÷就テ横隔膜紳繧輩掲切断後右3.75糎 、左

2.5糎 同捻除後右7.65糎 、左5.9糎 ト云フ結果

ヲ報告 シ、又Rautureau氏 ハ横騙膜紳経 ヲ12

糎以上捻除スル時・・李均右7.83糎 、左3.97糎

ノ上昇 ヲ見ル ト謂 フ。私共 ノ経験 デハ日本人 ト

欧米人 トノ膿格 ノ差異等 モアルガ、充分 ナ長サ

ノ桜隔膜紳経即チ15糎 以上ヲ捻除 シタ場合二

於ケル深吸氣位 ノ測定値デ、穫隔膜紳経捻除ニ

ヨツテ1-5糎 、人工氣腹法ニヨツテ1-5.5糎 、

全膿デ3-9糎 程度 ノ上昇ヲ見、 標準 トシテハ

横隔膜碑経捻除術 三ヨヅテニ横指経(3糎 彊)、

人工氣腹法ニヨヅテニ横指経(3糎 強〉、合計四

横指経(6-8糎)ノ 上昇ヲ考ヘテヰル。
一般二横隔膜 ノ高昇スル原因ニハ三 ツノ因子ガ

考ヘラレノレ。一 ツハ胸部 ノ因子、ニ ツハ横脇膜

自身 ノ因子、三 ツハ腹部 ノ因子デアル。

第一 ノ因子二就テハ、肋膜腔陰墜、肺 ノ牧縮性、

肺 ノ輩固性一 肺結核 ノ病攣ガ肺 ノ表面二近 ク

廣般デ殊二其 ノ部分二肋膜癒著ガ有ル時ハ肺組

織ハ強靭デ肺臓剥離術 ノ際等ニハ相當 ノ抵抗 ヲ

示スモノデアルー 肋膜滲出液、肋膜肥厚癒著

等ガ關係 スル。

第ニ ノ因子ニハ横隔膜自身 ノ緊張Tonus拉 二

結核其 ノ他 ノ病攣 ニヨル結締織性聾靭性、石灰

沈著及 ビ周邊組織 トノ癒著等 ガアル,

次二第三 ノ因子二就 テ考察スルニ横隔膜 ノ上昇

二基 ク腹腔内腔 ノ攣化ハ～ヅニハ腹部臓器ガ機

騙膜 ノ高上二俘 ヒ、又ハ能動的二庶癖横隔膜 ヲ

押上グテ、其 ノ容積 ヲ占メル事二9ル 。Roloff氏

ノ報告例 ノ如 ク異常 ノ横隔膜上昇ヲ來 タシタ場

合ハ大腸殊二左結腸曲及 ビ胃等ガ横隔膜 ト共二

極度二上昇 シテ居ルシー 此 ノ場合ハ多少 ノ呼

吸切迫ガアツタガ 胃腸障碍ハナイKenner,

Weiss及 ピPesek氏 ノ症例 デハ膨隆 シタ腸管

ガ肝臓 ヲ著 シク持上グテ横隔 膜 ノ異常 ノ高昇ヲ

蔑

來 タシテヰル。然 シ此等 ノ事ハ鹸 リ好マシクナ

イ所見デアリ、且比較的稀ナ出來事デアル。次

二腹部二於ケル柔軟ナ部位 ト云ヘバ前腹壁デア

ルカラ、之ガ多少 トモ陥浸 シテ腹腔内容積 ノ璽

化ヲ補正スル ト云 フ機轄ガ考ヘラレルガ、本作

用 ノサシテ重要デナイ事ハ、人工横隔膜麻癖法

後人工氣腹法ニ ヨツテ更二相當度横隔膜ノ上昇

スルノニ依ツテ思考サレル。

、人工氣腹法 ヲ併用 スル ト、注入丸ラレタ室氣ハ・

腹腔内二満遍無ク散 ルノデハナク、好 ンデ廠癖

横隔膜下二集ル。又室氣注入後種々ナ艘位二於

テ胸腹部「エヅクス」線像等 ヲ比較観察 スル ト、

立位 ト臥位 トデ、人工氣腹法 ニヨル麻癖横隔膜

ノ上昇 ノ度ハ、臥位 ノ方 ガ高度 デアル場合ガ多

イ。 其 ノ差ハ大膿一肋間腔前後 デアル(後段症

例 ノ項参照).然 シ立位 ノ稽 ㌃高イ事モアリ、

立臥位同一 ノ症例モ見 ラレル。此 ノ事實ハ本法

ガ安静一 換言スレバ多 クノ場合臥位 ヲ重 ぞズ

ル肺結核患者 ノ治療二適合 シテ居ルノヲ示 シ～

患者ガ臥位 ヲ績ケテ居テ∫、高昇 ノ数果ハ十分〆

期待 シ得ルノデアル.

人工氣腹法ニヨル癩i癖機隔膜上昇 ノ度ハ概 シテ

漸進的デ、氣腹 ヲ藪回繰返ス中二上昇 シ得ル最

高 ノ高サニ達 スル場合ガ多ク、實際 ノ慮置上カ

ラモ、注入量ヲ漸次二壇 シテ行 ク方ガ合理的デ

ァル。又一定量 ノ室氣ヲ腹腔内二注入 シテ得ル

成果ハ、限界 ヲ越ヘテ多量 ノ室氣ヲ注入シテ得

ル成果 トサシテ璽 ラナイ。從ツテ腹腔内二注入

セヲレタ室氣ハ、塵カ ノ礎化 トィフヨリモ、寧

ロ比較的抵抗少 ナク夫 自艦緊張 ノ關係ニヨツテ

上昇シ得ル態勢 二,アル横隔膜下 二、室 隙二補充
'流 入スル察氣 ノ性状ニヨツテ集 メル ト共二麻癖

榛隔膜 ノ緊張 ノ減退二俘 ヅテ高昇 ノ度 ヲ強メル

モ ノト考ヘラレル.

又横隔膜紳経捻除術ニヨツテ廉癖横隔膜ガヨク

上昇スルカ否カヲ推知 スルニハ、手術前「エック

ス」線透硯ニヨリ深呼吸 ニヨル横隔膜ノ運動 ヲ

観察 スル ノガ良法 デアル。帥チ透覗 ノ際深呼吸

ニョル横隔膜 ノ上下蓮動 ノ少ナイモノハ蓮動 ノ

,
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大 ナル モノニ比 シテ術後 ソ癩癖 横隔膜 ノ上昇 ノ 併 合 ニ ヨル廠癖横隔膜 ノ上昇 ニツイテモ謂 ヘル

度グ少 ナ イ。略 ζ同様 ノ事=が事 ガ人工氣腹法 ノ ノデアル。

〆 三 實 施 方 法

人工横隔膜麻癖法手術及 ビ人工氣腹法 ノ手技ハ

紙数 ノ都合上省略スル。只附言スレバ人工氣腹

法二就 テ、我 ・々ハ臥位ニオイテ左右腹i葭筋 ノタf

縁デ瞬高下二横指経 ノ箇所二又ハ左右腹査筋 ノ

外縁デ肋骨弓下五横指経 ノ部位二、或ハ左腹直

筋 ノ左外側二横指経デ肋骨弓下四横指経 ノ箇所

等二於テ實施スル方法 ヲ妖用スル。油入量ハ最

、

・ 四 副 作 用

人工氣腹法 ガ支障 ナ ク行 ハ レタ場合 ノ副作用 ト

シテハ、 上腹蔀殊 二前正 中腺 デ腰 ノ上ニー 四横

指経 ノ箇所 ヲ中心 トスル不快感、駆迫感乃至痺

痛 ノアル事 ガ最 モ多 イ.之 ハ此 ノ小部位 二限局

スル事 モ アリ、 又心窩部 二籏 ガツテ存 スル事 モ

アル。此 ノ訴 ヘハ室氣注 入後持綾的 二存在 スル

揚合 ト特定 ノ時期例 ヘバ囁食 後等 ニ ノ ミ現 レル

場合 トガアル。 又此等 ノ自豊感 ガ肋骨 弓 ノ邊 ヲ

中心 トシテ出環 スル事 ガアル.之 ハ廠癖横朧膜

側 ノ肋骨 弓 ノコ トモ ア リ、反1封側 ノ事 モアルe

又側 臥位 ニナル ト肋骨弓 ヲ中心 二上方 へ引張 ラ
し

レル様 ナ感 ジヲ訴 ヘル事 モ アリ、之 モ麻癖側反

i封側 一定 シナa。 爾室氣注 入後食事 ヲ取 ノヒト胃

ガ押 サ レタ リ、 胃 ガ苦 シカ ツタ リスル トイフ訴

ヘガア リ、當初 ノ1日 程 ハ患者ハ多少食量 ヲ控

ヘル事 ガアル。座迫 感、癒痛 ハ時 二肩月甲部、腋 、
も

下 二及 ブコ トガア リ、此 ノ場合 ニ モ麻癖側 ノコ
'ト
モア リ反封側 ノコ トモアル.然 シ此 ノ症歌 ハ

ー般 二稀 デアル
。

総 テ此等 ノ症状 ハ第1同 ノ室 氣注 入後 二多 ク且

強 ク、2同 、3同 ト注 入ヲ反 覆 シ患者 ガ人 工氣

五 批

人工横隔膜麻癖法バー定 ノ適鷹症 ヲ有スル症例

二封 シテ夫 自罷掲立 シタ肺虚弱療法デアル ト共

二、又人工氣胸法、充墳法・胸廓成形術、肺臓

勧ハ300-600耗 、次第 三増量 シテ500-1000tE

トスル。最初 ノ内ハ1週 間2祠 位、亜 デ1週1

同 乃至10日 二1回 程 度 ノ補充 デ十分 デ アルe

私 共バー度 二2000耗 ヲ入yテ 見 タ事 ガ有 ル ガ、

後蓮 スル様 ナー般 副作用 ガ梢 褐量ガ ッタ他 ニサ

シタル利黙 ヲ見 ズ、又「エックス」線像 二 於 テモy

特 別 ナ横 隔膜 ノ上昇 ヲ認 メ得 ラ レナヵ ッタ。

腹法 ニナ レテ不安 ヲ感 ジナ クナルニ ツ レテ、殆

ン ド全 ク訴 ヘ ノナイ ノガ通常 デ、 室氣注 入後直

チニ何 ノ異常 ナ ク散歩 ナ ドヲスル様 ナ コ トハ珍

ラ シクナ イ。

此 ノ他 二考慮 スベ キ現象 トシテハ皮下氣腫、腹
な

腔内滲出液潴溜、室氣栓塞等ガアル事ハ人工氣

胸法 ノ場合 ト同ジデアルガ、此等二關スル注意

ハ既知 ノ事故省略スル。特二人工氣腹法二於テ

懸念 セラレルノハ穿刺ニヨル腹部臓器殊二胃腸

ノ損傷デアルガ、正 シイ實施法ニヨル時ハ殆 ン
　

ド危瞼ハ見 多 レナ ィ.肺 結核症 二於 テハ結核性

腹 膜炎殊 二腸漿液膜 二結核性小病攣 ガ散在性 二

潜在 シテヰテ、然 モ臨林的 ニハサ シタル他費症

状 ヲ來 タスニ到 ラナイ程度 二止 マ ツテヰル場 合

ガ少 ナク無 イ、若 シ此 ノ檬 ナ場合腹壁 ト腸管 ト

ノ間 二癒 著 ガ存在 シ、 コ ・二不 幸ニ モ穿刺針 ガ

操 入サ レタ リスル ト極 メテ危瞼 ナ事態 ヲ生 ジ得

ル カラ、 人工氣胸法 ヨリモ人工氣腹 法 二於 テハ
な

更 ニー層ソ 愼重 ヲ必要 トスル。 順調 ナ人 工氣腹

法 ニ ヨツテハ癸熱 スル様 ナ事 ハ殆 ン ドナイ。

判
ゆ

剥離術 ノ補助乃至協同療法 トシテ儂値 ノ有スル

モノデアル.人 工横隔膜廠癖法 ト人工氣腹法 ノ

併含療法ハ人工横隔膜蹴癖法二欲求サレル治療
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数果ヲ一層強調助成 シヨウ トスルニアルカラ、

其 ノ成果ハ專 ラ人工横隔膜廠癖法 ノ成果 二碕存

スル。從 ツテ人工横隔膜麻痺法 ノ適懸 シタ症例

二本併合療法ヲ使用スレバ其 ノ成果ハ顯著デア

リr人 工横隔膜庶癖法 ノ壷鷹 》ナイ症例ニハ朱

併合療 法 ヲ:施行 ズル ノハ意味 ガナイ。尚人 工魚

腹 法 ヲ併用 シテモ麻痺 横隔膜 ガ ヨリ以 上上昇 シ

ナイ場 合り・無用 デ アル。

Rilance及 ビWarring氏 ハ本 併合療法 二依 ツ

テ3.4ノ 室 洞所有 例中19例56%二 於 テ室洞 ハ

閉 鎖:シ、2例 二於 テ室洞 ハ殆 ンド閉鎖 シ、10例

二於 テ室洞 ハ縮 少 シタ ト云 フ0又 同氏等 ハ3.4'

症 例 二於 ケル41室 洞 二於 テ、上3分 ノ1肺 野 ニ

アル室洞25箇 中14箇56%、 中3分 ノ1肺 野 ニ

アル室洞10箇 中4箇40%r下3分 ノ1肺 野 ニ

アル室洞6箇 中5箇83%ガ 本 併合療法 二 依 ツ

テ閉鎖性 トナ ヅタ ト謂 フ。人 工横隔 膜麻痺法 ノ

治 療成績 ハRoloff,Kremer氏 寺 ノ集 録 デモ到

カル様 二報告者 二依 リ非 常 二差異 ガァル。今各

種報告 例 ノー 々 ヲ記 載 スル事 ヲ省略 スル ガ、最:

近Kremerノ 氏 等 自身 ノ手 ニナル200例 人 口

気胸法不能症例 二於 ケル横 隔膜神経捻 除術遠隔

Y六 症

㌦

男 入所時26歳 現在29歳

家族歴一特別 ノ事バナィ.

既往症一2ろ歳 ノ6月tOO勤 務中輕度 ノ右側

急性中耳炎ヲ病 ツタ外著攣 ナ久 極 メテ健康 デ

アツタ
o

現病歴一25歳 ノ7月 、GO勤 務中盗汗、微熱、

咳漱 ヲ魔へ 同6日 右側蹄朱炎 ノ診断 ヲ受ケ、

8月26日 ○○病院二入院、 以来○○等 ヲ経 テ

25歳 ノ12月 、○○二於 テ結核菌検鏡陰性、培

養陽性 デ肺結核二縛症、26歳1月14日 本所二

入所 シタ。

嚢病後 シバラクハ37.5度 前後 ノ獲熱 が有 り、

盗汗張 ク、仲h苦 シカツタが膨其後 ノ経過二於

テハ自費症状比較的輕微 デ、盗汗モ滅 ジ食欲睡

眠良 デアツタ。喀血ハ本所入所迄二1同1日20

成績 ハ、信 頼 シ得 ル績 計 ノ一一ヅデアル ガ、之ξ ヨ

ル ト上3分 ノ1肺 野 ノ室洞症例 デハ15%ハ 、下
も

3分 ノ2肺 野 ノ 室洞症例 デハ32%二 数 果 ガ ア

リ結核菌 が陰性 トナ ツテヰル。此等 カ ラ考 ヘテ

見 ル ト症例撒 ハ少 ナ ィがRilance及 ビWarring
免

氏等 ノ成績ハ仲々優秀ナ数字 デァル。、

私共ハ適慮症ヲ選 ンデ先ヅ横隔膜紳経捻除術 ヲ

行 ヒ、之 ノミデ横隔膜上昇 ノ充分ナモノハ人工

氣胸法ヲ行ハズ、捻除衝 ノミデ八高昇 ノ度 が懇

親通 リデナイモノ及 ビ夏雲一層 ノ肺 ノ牽縮 ヲ望

ム場合ニ八重 二人王気腹法ヲ併合 シ、現在迄二

合計16例 ヲ観察 シテヰルガ、本併合療法ハ症例

二依ツテ八極 メ テ良好ナ治療成績 ヲ暴 グテ居

り、私共ハ人工横隔膜麻痺法 ノ補助乃至完成療

法 トシテノ人工魚腹法 ノ便{直ヲ主張スルモノデ

ア ル 。

一般 二療法 ノ批判ニハ有数症例 ノ批判 卜無数症

例 ノ批判 トヲ共二爲ス事が大切 デアルガ、本法

ノ無数症例 ノ記載ハ人工横隔膜麻痺法 ノ適慮症

ノ論議ニナリ且紙数 ノ關係モアルカラ之ヲ省略

シ、数果 ノ著明デアツタ一例 ヲ記載 スル。

例
'

現有 ツタ。

入所時現症一艦橋良t榮 養中、身長164.3糎 、

髄 重53妊 、 髄温35.9度 一36.9度 、脈搏 一分 間

58一一92,呼 吸____.分聞16一 一26。顔 貌 二異常 ナイ。

舌硝 《舞 燥 シ白苔 ガ アル0左 右頸部淋巴腺 ノ少

数 二軽度 ノ腫脹:ガ アル。胸部肺肝境界ハ坐位、

臥位共 右側鎖 骨中央線 デ第7肋 骨。胸部打診 音

右側鎖 骨上窩 濁音、以 下 ノ前後 上 中部輕濁岳

側 上中下部短。聲音露頭 ハ右側 ハ全般 二左側 二

比 シテ可成彊 イa呼 吸音ハ右側 ハ全般 二左側 二

比 シテ弱 クx前 後 上中部 二於 テ小 中水泡音、側

部 全般 二於 テ小水泡音 ヲ聞 ク.左 側 ニハ著憂ハ

ナ ィ。心臓 二{異常ハ ナイ0

胸 部 「エ..,クスコ線像 二於 テハ右側肺野 二、心臓右

第 一弓下 部 ヲ中心 トシタ部位 ノ肺門部 カ ラ、斜
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嚇 ㌦

二外上方ニカケテ旗 ガル廣 イ帯1伏ノ濃影 ガア

ル。コノ陰影帯 ハ肺門部側 ガ稽 く狭 ク、外上部

側ガ稽 く廣 イ。陰影ハ大部分 ガ濃影 ノ連績 デア

ルガ、ソノ所々ニハ爾極 メテ淡 イ陰影 ノ部位ガ

斑状二介在 シテヰル.心 臓邊縁 ヨリー横指孚程

ノ箇所二小室洞ガアリ、之以外二室洞 ト明確二

指摘 シ得ル像ハ認メ難イ。索状影 ノ走行 ハ 殆

ンド見 ラレナィ。 此 ノ外下野 ニモ浸出性 ノ小

雲紫歌陰影 ガ少撒散在スル、肺炎部 ハ 異常ナ

イ。 ・/

左側ハ肺門部陰影稽 廿曾大 シ、 コ・カラ少数 ノ

索状陰影 ガ圭 トシテ上野二、一部ハ下野二走 ツ

テヰル歌況デ、著攣ハナイ。横騙膜ハ左右共形

態二憂化ナク、呼吸二俘フ蓮動 モ普通 デアル。

爾側肋膜補充腔二攣i化ナィ。心臓蚊 二大動脈 ノ

形態及 ビ搏動状態二異常ハナィ。

腹部、肛門周邊、背桂其 ノ他 ノ骨二異常ナク、

感費及 ビ蓮動 ノ障敵 ・無イ。 尿正常1日1000

第1表

琵 内外、尿 正常1日1行 、赤 血球沈降速度ハ室

温 デ1時 間値45粍 、2時 間値61粍 、24時 間値

86粍 、 中等値37.8粍 、 喀疾1日 量5-10瓦 結

核菌検鏡険 性。盗汗 ナ レ、食慾 睡眠 ハ略 く善

通 デアル。燈

入所 ヨリ併 合療 法施行迄 ノ経過一入所當初ハ時

二38度 前後 ノ登熱 ガ 有 ル 程度 デ アツタガ、入

所後10ケ 月 カ ラケ14ケ 月 ノ間ハ38度 カラ39度

ノ弛張熱 ガ纏緬 シ、 喀疾1日100-3CO瓦 、 喀

疾 中結核菌 ガ フキー氏表第10號 、赤血球沈降速

度1時 間値 ハ84-96--100粍 前後 ヲ往來 シ、禮

重 モ45妊 、 帥 チ8ぼ ヲ減 ジタ。 盗汗 ア リ、食

慾、睡眠不良 ヲ極 メタ。

入所後1〃 月孚 デ約1ケ 月二亙 ル執拗 ナ喀血 ガ

有 リ、次後 手術前迄6同 ノ中、小喀血 ガアツタ。
ぎ

最終喀血ハ28歳 ノ7月 、 入所後31ケ 月デアル

(第1表 参照♪。4

コ ノ時期 ノ胸部「エックス」線像 デハ 右側 ノ濃影

併合療法施行前後ノ圭要症朕表

幅}

年 月1醒踵 慨)盤 温
赤沈一時、

`咳 漱

間値(粍 メ

施
行
前
六
ヶ
月

施行

16--7149・0
_

一一849。0 .

-949.0

一二 璽し塾飢
一11…51.0

-12[訂 τ

17-152.0

39--37度79

鵬

至

8。

紹

65

q
ー

鰍
熱
壷

懲
熱
　熱

壁
奉
塞
袈
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一254.0

轟融
行

後

ム
ハ
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門月
層

3

　
4

5

55.0

熱
瓢

熱

一

…

率

李

李

}

⑩55

。
ボ

沿

塾

砿

52

芸
謡

ドリ

nδ

AU

AU

OO

4

蓋
熱
暑

髪

ボ
ポ

31

27

十

十

十

十

十

十

十

少 々

喀疾中1日亭均

1結 核菌

嚇 剰!鋸 おキ
20瓦

備 考

V7月2日 喀 血20瓦 リア

20瓦

20瓦

30瓦
　 　　　 う　 　

20瓦 ・ ∬
__一_一L-__-

20瓦1皿
　 ミ　 　 　 　　

20瓦;
　　 ガ　 ミ 　　 　

3ク

皿
血

W

入所後37ケ 月

3〃

3ケ

喀疾結核菌培養陽性

ハ著 シク鱈大 シ、右側全肺野 ノ上部 ト下部 ノ狭

イ部 位 ヲ除 イタ他 ノ夫部分 ヲ 占メル 様 ニナ ツ

々.左 側 肺野 ニハ攣化 ハ アラバ レナ ィ。

然 シ入所後17-18ケ 月頃 カ ラ髄温 ハ37度 前後

二下降、赤血球沈降速度 ハ1時 間値60--90粍 ト

ナ リ、更 二入所後30ケ 月前後 二至 ツテ 髄重49

妊 二」曾加 シ、喀血其 ノ他 ノ場合 ニ ノミ38--39度
ノ

ノ嚢熱 ヲ見を他 ハ、膿 温 ハ37度 以下又ハ37度

ヲ輕 ク越 ス程度 二安定 シ、赤血球沈降速度1時

間値40-80粍 喀 疾1日 量10--30瓦 、盗 汗 ナク、

食慾、睡眠良 トナ ツタ。

胸部 「エヅク勾 線像 モ亦若干輕快 ヲ示 シ、 右側
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第1圖 ■28歳 男

併合療法施行前

昭和16年f2月4日 撮影立位像

第2圖 局側29歳

右側横隔膜神経捻除術施行直後

昭和17年1月17日 撮影立位像

(矢印ハ横隔膜ノ高 サヲ示ス)

の

第3圖 同例 ,29歳

右側横隔膜神経 ヲ論 除シ更:二人工i

氣腹法ヲ15同 施行シタ後・

.昭 和17年8月19日 撮 影 立位 像

第4圖 向側29歳
'第3圖

島 回 ジ

昭和17年8月19日 撮 影臥位像

(撮影距離ハ四枚共同一)

じ
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肺野 ノ陰影 ハ多少 吸牧 サ レテ稻 く小 トナ リ、室

洞 ハ不鮮 明 トナツタガ、陰影 ノ大部分 ハ依然 ト

シテ濃 久 殊 二肺門部 二接 シタ部 位 二於 テ然 リ

デアル。 シカ シ部 位 二 斗ツテ ハ 均様 ナ 濃陰影
な

デナク、浸 出性 小陰影 ノ集落 ノ像 ガ明 ラカニナ

甥テヰル所 モ アリ、邊縁部 ニハ陰影 ノ縮少 ト共

二、索1伏影 ガi認メ ラ レ ル 様 ニナ ツタ所 モアル

(第1圖)。

患者 ハ眞面 目ナ療養者 デ、 入所以來終始所規 ヲ

守 リ、嚴重 ナ大氣安静療法 ヲ行 ツテ來 タガ、之

以上 ノ恢復 ハ仲 々現 レズ、此 ノ歌態 デ満3ケ 年

ノ療養所生活 ヲ経過 シタ。

併合療法施行後 ノ経過一 ソ▽ デ 入所後37ケ 月

目、患者29歳 ノ1月16日 右 側横隔膜神経捻除

術 ヲ施行 シタ。手術ハ極 メテ順調 ラ経過 シ、本

法 ニ ヨッテ強吸 氣位 二於 テ(以 下 同 ジ)、 約二横

指経帥 ヂ3.5糎 ノ右側機隔膜 ノ上昇 ヲ來 タシタ

(第2圖 〉。 同月21日 更 二人 工魚腹法 ヲ併合 シ、

第1同 トシテ500娩 ノ室 氣 ヲ 】腹膣内 二 注 入 シ

タ。 之ニ ヨツテ廠癖 横隔膜 ハ1.2糎 上 昇 ノ度 ヲ

強 メタ。爾來 前項託i述 ノ如 ク注 入室 氣量 ヲ600

-700--800--1000"#iト 漸 次 二 壇量 シテ人 工氣

腹法 ヲ反復 シタ。麻癖横騙膜 ノ上昇 ノ度ハ著明

トナ リ、満足 スベキ肺 ノ索縮 状態 ヲ來 タシテ、

人 工氣腹法施行後7ケ 月 目 ノ8月19日 ノ検査 二

於 テハ、横隔膜神経 捻除術施行直後 二比 シ更 二

圭位 二於 テ4.0糎 帥 チ合計7、5糎 トイフ顯著 ナ

庶癖横隔膜 ノ上昇 ヲ見 タ、本 例二於 テハ廠癖横

隔膜上昇 ノ度ハ立 位 ヨリモ臥位 二於 テ1.5糎 グ

ケ高 イ(前 述理論 ノ項及 ビ第3、 第4圖 参照)。

併合療法施 行後 ハ第1表 ニ モ其 ノー部 ヲ示 シタ

如 ク、症状著 シク輕快 シ、從來 ハ全 ク禁止 セラ

レ且入所當初 ノ如 キハ本人 モ其 ノ許可 ヲ夢 想モ

シテ居 ナカツタ所外散歩 ヲモ時 々許可 サ レル迄

二良轄 シタ。

併合療法施 行10ケ 月(人 工氣腹法25同)後 現症

一一罷格 良
、 榮養中、 身長IC4.3be、 艦 重53妊 。

艦温35.9-36.8度 、併合療法施行後9ケ 月絵ハ

終始李熱デアル。賑搏1分 間58-70、 呼吸1分

間14-18。 舌梢 ζ乾燥 シ白苔ガアル。左右頸部

淋巴腺 ノ少籔 二輕度 ノ腫脹ガアル。胸部肺肝境

界ハ 坐位 デ右側鎖骨中央線上第7肋 骨 デアル

ガ、臥位二於 テハ第5肋 骨以下二相當著明ナ鼓

暑 ガ現 レル。打診上右側鎖骨上窩濁音、上中部

ハ坐位デハ短、臥位デハ鼓音調ガ可成加ハツテ

鼓短調 トナル.坐 位デハコノ鼓音調力認 メラレ

ナィノハ注意ヲ要スル(前述理論ン項参照)。聲

音震顯 ハ右側 ハ左側 二比 シテ全般二強イ。呼吸

音ハ右側ハ全般弱 久 然 シ鏡 クナイ.水 泡音ハ

連綾経 日的二全 ク鍵取 シナイ。 左側 二攣化 ハ

ナィ。心臓 ハ心尖搏動及 ビ左側濁音界ガ梢 ダ左

下方二、右側濁音界 ガ梢 く右方二推移 シタ外、

心音二異常ハナイ.

胸部「エ・クス」線像デハ 先ヅ第一二右側横隔膜

弩 ノ著明ナ上昇 ト、弩下二生 ジテ居ル大 キナ室

氣層 ガ目ニツク.

左右横隔膜肋膜ニハ異常ナクキレイナ圓弧状デ

アル。右側肺野 ノ陰影〉・顯著ナ吸牧 ヲ示 シ、肺

門部 ノ檜大陰影 ト、 コ・カラ外上方二走ル長イ

索状影拉二其 ノ周園二散 在スル短索欣及 ビ雲紫

状陰影 ノ若干 トカラニナ リ、上記心臓縁邊一横

指孚 ノ室洞ハ浩滅 シ、全陰影大キサ及 ビ濃度二

著 シイ女子車專ノ像 ガアル.

左側肺野ニハ依樺 シタル異常ハナイ・心晒 ・

右側麻癖横 隔膜 ノ高度 ナ上昇 ニ ヅレテ形態 ヲ愛

へ、右第2弓 ハ膨出 シ、左 第4弓 ハ外下方 二推

移 シ、 全髄 トシテ右 上方 カラ左下方 二斜 メニ垂

レ下 ツ タ様 ナ形妖 ニナ ツテヰル。

腹部、背 柱其 ノ他 ノ骨及 ビ四肢 二異常ハ ナイ。

尿、尿 正常。赤血球 沈降速度 ハ1時 間値25粍 、

2時 間値44耗 、24時 間 値96粍 、 中等値23.5

粍 。 咳噺、喀{爽ハ清失 シ、盗汗 モナ ク、 食欲

睡眠良好 デアル.無 理 二喀 出サセ タ喀疾 カ ラ

へ 培養 ニ ヨツテ少藪乍 ラ爾結核菌 ヲ謹 明 スル



334岩 崎 ・今井=人 工横隔膜廊癖法 ト人工氣腹法 トノ併合療法 【第211巻

ガ、菌 籔 ハ培 養侮 二漸次滅 少 シヅ ・アル。

七 結 群

(1)Rilance及 ビWarring氏 ハ1941年9月 機

隔膜紳経切断術二入工氣腹法 ヲ併用スル肺盧脆

療法ヲ報告 シタガ、 私共ハ昭和17年(1942年)

1月 以來横隔膜神経切断衛二代 フルニ横隔膜紳

経捻除術 ヲ以 テスル本法ヲ實施観察 シテ居ル。

〈2)私 共 ノ繍 デハ1晦 以上 ノ充 分ナ長サノ
横 隔膜神経 ヲ捻除 シタ場合、強吸氣位二於テ横

隔膜紳経捻除 二依ツテ1--5糎.人 工氣胸法=依

ツテ更 二1--5.5糎 、雨者合セテ3-9糎 ノ廠癖

横隔膜 ノ上昇ヲ見 タ.標 準 トシテハ横隔膜紳経

tSs除術 二依ツテニ横指経(3糎 強)人 工氣腹法二

依ツテニ横指経 〈3糎強〉合計四横指経(6-8糎 〉

ノ横隔膜高昇 ヲ考ヘテヰル。

(3)本 併合療法ハ、患者ガ立位ニアツテモ臥位

ニアツテモ、其 ノ数果 ヲ期待 シ得ル。

(4)本 併合療法ハ、人工横鵬膜麻癖法 ノ適慮症

ニハ、輩濁 ノ人工横隔膜麻癖法 ノミノ實施二比

シ、一層人工横隔膜廠癖法二希墜サレル目的 ヲ

強メ、之二欲求サ レル 目的二叶ツテヰルモノ

デ、其 ノ治療数果 ヲ翼成 スルモノト考ヘル。且

適切ナ注意 ヲ彿ヘバ施行上Z困 難ハ無イ。
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